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よび浅い乳頭 陥凹の拡大が観察 され た。また採取 した視神経の トルイジンブルー染色 により、レーザー照射眼にお
ける視神経軸策障害が観察 された。
以上の結果 から、世界で初めて コモ ンマーモセ ッ トにおいで「曼性高眼圧モデルを作製することに成功 した。
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B-15ア カ ゲ ザ ル 新 生 児 に お け る 視 覚 刺 激 に よ る ス ト レ ス 緩 和 効 果
川 上 清 文(聖 心 女 子 大 ・心 理)所 内 対 応 者:友 永 雅 己
筆 者 ら は ニ ホ ン ザ ル 新 生 児 が 採 血 を 受 け る 場 面 に 、ホ ワ イ ト ノ イ ズ や ラ ベ ン ダ ー 臭 を 呈 示 す る と ス ト レ ス が 緩 和
され る こ と を 明 ら か に し た 。(Kawakami,Tomonaga,Suzuki,Primates,2002,43,73-85;川上 ・友 永 ・鈴 木 、 人 間 環 境 学
研 究2009,7,89-93)本研 究 で は 、 そ の 知 見 を 広 げ る た め に 、 視 覚 刺 激 を 呈 示 し て み る 。 ま ず 、 オ トナ ・ザ ル の 顔 写
真 を 使 う こ と に し た 。
本 年 度 は ニ ホ ン ザ ル で は な く 、ア カ ゲ ザ ル の オ ス4頭 の デ ー タ が 得 られ た 。第1回 目 の 実 験 日 が 平 均 生 後12日 、
第2回 目 は 生 後19.5日 で あ っ た 。視 覚 刺 激 を 呈 示 し た 条 件 と顔 写 真 を ラ ン ダ ム ・ド ッ ト に し た 統 制 条 件 を 比 べ た 。
行 動 評 定 の 結 果 で は 、 顔 呈 示 効 果 は み ら れ な か っ た 。
B-16霊長類の各組織にお ける味覚情報伝達物質の存在
権 田彩,松 村秀一(岐 阜大)所 内対応者:今 井啓雄
現在、ヒ トやマ ウスで味覚受容体が舌だけでなく消化管 などにおいても発現 してい ることが分かってきている。
本研究ではコモ ンマーモセ ッ トやアカゲザル などを対象に、舌とそれ以外の臓器 において、味覚情報伝達物質であ
るa-gustducinとTRPM5の存在量をRT-qPCR法によ り絶対定量 した。 さらに、異なる種、異なる年齢の霊長類 を
比較す ることにより、味覚情報伝達物質の発現量の種差や年齢差を調査 した。
その結果、定量 した全霊長類では、他の臓器 と比べて消化器系においてa-gustducinとTRPM5が多量に存在す る
ことが分かった。 コモンマーモセ ッ トでは、盲腸、大腸において、舌 と同量もしくはそれ以上のa-gustducinが存
在 した。TRPM5に関 しても、年齢差や個体差はあるものの、小腸、盲腸、大腸において存在量が多かった。一方、
アカゲザルな どでは、盲腸 において存在量が多いとい う結果は得 られなかった。盲腸における味覚情報伝達物質の
存在量の多 さは、コモンマーモセ ッ トに特徴的な結果である可能性 が高い。 しか し、コモンマーモセ ットとアカゲ
ザル とでは調査 した年齢が異なるため、この結果 の差が年齢差に起因する可能性 もある。今後、よ り詳細 な分析を
お こなって確 かめたい と考えてい る。
B-17霊長類味覚受容体遺伝子群の発現解析
石丸喜朗,阿 部美樹(東 京大 ・院 ・農学生命科学)所 内対応者:今 井啓雄
アカゲザル の味覚受容体 と下流シグナル伝達因子群 の茸状 ・有郭乳頭味蕾における発現をinsituハイブリダイ
ゼーシ ョン法を用いて解析 した。また、蛍光二重insituハイブ リダイゼーシ ョン法 を用いて、各遺伝子を発現す る
細胞 の相 関関係を調べた。
TASIR、TAS2R、PKDIL3の各味覚受容体遺伝子は、味蕾 中のそれぞれ異なる味細胞で排他 的に発現 してお り、基
本味ごとに受容する味細胞が分かれ ていることが示唆 された。次に、各遺伝子について詳細 に解析 した ところ、
TASIRファミリーに関 しては、いずれの乳頭でもTASIRIとTASIR2が互いに別々の味細胞 に発現 していたPKDIL3
は、有郭乳頭 だけでな く茸状乳頭でも発現 していた。Gタ ンパ ク質に関 しては、GNAT3が茸状乳頭 と有郭乳頭 の
両方で発現するのに対 して、GNA14は有郭乳頭だけで発現することはマ ウスと同様 であった。 しかし、有郭乳頭




西邨顕達(京 都府鳥獣 問題研究会)所 内対応者:渡 邊邦夫
自宅 とその近辺(行 政的には京都市左京 区静市、鞍馬、岩倉、および北区上賀茂な ど)に はニホンザル の群れが
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